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消費材を育てるのは私たち
消費材Step Up点検

みんなに知らせたい！ 企画開催報告

生活クラブではCO2排出量の削減と脱原発の実現のため、再生可能エネルギーの取組みを推進しています。その
実践として、再生可能エネルギー発電所由来の電気を電源の中心とする「生活クラブでんき」の意義を伝え、契約
者を増やす活動をしています。「生活クラブでんき」を知らせる役割を担う組合員リーダーとデポーフロアーワー
カーズ、生活クラブ職員を対象に実施したスタート集会から、講演の概要を報告します。

●市民によるエネルギーの自治をめざして
　冒頭、鈴木さんからチェルノブイリ原発事故
や泊発電所（原子力発電所）をめぐる運動を
振り返って「原発への反対運動に加えて、代替
エネルギーの提案と実践が必要」と考え、北
海道グリーンファンドを設立したとお話があり
ました。北海道グリーンファンドでは、エネル
ギー・地域社会・金融の 3 領域からの社会変
革をめざして、市民事業としての実現性などか
ら市民風車の取り組みをしています。

　市民風車は、組合員が省エネによってうみだ
したお金の寄付による「グリーンファンド基金」
や市民出資によって建設されています。市民風
車第1号「はまかぜ」ちゃん（北海道浜頓別町）
は、217の個人と団体から1億 4,150 万円の

市民出資を集め、2001年に稼働を開始しまし
た。市民風車は全国にひろがり、2022年 4月
現在 38 基（設備容量：約 8万 kW）が稼働し
ています。これは約 57,000 世帯が年間使用す
る電力量にあたります。

●再生可能エネルギー発電所の拡大は、
「生活クラブでんき」への切り替えから！
　市民風車建設により、再生可能エネルギー
発電所をつくってきた鈴木さんですが、日本の
再生可能エネルギー発電所はまだまだポテン
シャルがいかし切れていないと語られました。
2020 年の世界の電源構成の 27.7％が再エネ
発電所由来である一方、日本では19.8％が再
エネ発電所由来です。
　生活クラブでんきは 89.1％（2022 年1月実

「生活クラブでんき」スタート集会4/8（金）

講師　鈴木亨さん

でんきの選択は未来の選択

NPO法人北海道グリーン
ファンド理事長

績）が再生可能エネルギー発電所由来であり、
生活クラブ東京の組合員が東京電力から生活
クラブでんきに切り替えることで、日本全体の
再生可能エネルギー増につながることが示され
ました。

参加者アンケートから
●生活クラブでんきは地域の活性化も可能にし、都市と産地の地域間連携の関係もつくりだす素晴らしい架け橋であり、生活クラブでんきに
切り替えることは、ポジティブな未来をつくる重要な選択なのだと感じました。
●自前の電源を持っていなかった電力会社が倒産したということを初めて知りました。生活クラブでんきは自前の電源を増やしていることに自
信を持ちました。

出典 ： 資源エネルギー庁WEBサイト
（https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/total_energy/results.html）
BP,Statistical Review of World Energy2021(2021年7月）
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主催：環境政策委員会

協同村ひだまりファーム
（あきる野市戸倉863）

 7月28日（木）
10：30～12：00

生活クラブ館
（世田谷区宮坂3-13-13）

多摩統合センター
（町田市小山ヶ丘2-3-11）

 8月27日（土）
10：00～12：00

 7月30日（土）
10：30～12：30

おしえて！永添さん！
おひさまエネルギーのこと

講師：永添一彦さん（一級建築士）
夏休み親子企画です。おひさま湯たんぽや協同村の太陽熱シャワーを実際
に見ながら、お話を伺います。屋外でおひさまエネルギーを体感しながら、
楽しくエネルギーについて学びましょう。

再生可能
エネルギー

＜問合わせ：多摩きた生活クラブ　TEL.042-395-5002 ＞

～親子でまなぶ太陽エネルギー
　＠協同村～

「わたし」にできること
から。2011･3･11～今日
まで、そして

講師：落合恵子さん
　　　（作家・子どもの本の専門店クレヨンハウス主宰）
「さようなら原発 1000 万人アクション～脱原発・持続可能で平和な社会
をめざして～」で活動を続ける講師よりお話を伺います。脱原発の意思
表示として、再生可能エネルギーを選ぶことの意義を確認しましょう。

脱原発

＜問合わせ：23区南生活クラブ　TEL.03-3426-9914 ＞

気候危機、だれかが
なんとかしてくれる？
わたしにできること、考えよう。

講師：露木しいなさん（環境活動家）
温暖化や気候危機という言葉はよく聞くけれど、今地球で何が起こってい
るのか？ 20歳の環境活動家、露木しいなさんのお話をきいて自分に何がで
きるのか考えてみましょう！（対象：小学校高学年～どなたでも参加OK）

気候
危機

＜問合わせ：多摩南生活クラブ　TEL.042-798-4371 ＞

再生可能エネルギー、脱原発、気候危機のテーマ
で学習会を実施します。１回のみの参加も可能。
参加費は無料です。ぜひご参加ください！

詳細・申し込み▶

オンライン可 オンライン可

日本で初めて市民風車を設置した、NPO法人北海道グリーンファンドの鈴木亨さんよりお話を伺いました。市
民風車の建設によるエネルギーと地域づくりの実践や、世界的に再生可能エネルギーによる発電量が増えてき
ている現状、「生活クラブでんき」のひろがりが日本のエネルギー自給率の向上につながることを講演を通して
共有しました。（参加人数　66人）

でんきの連続講座
を開催します！

オンラインでも消費材Step Up 点検
消費材Step Up点検は、組合員が生産現場に行って消費材の成
長の結果を確認し、生産者の努力や課題を認識する活動です。そ
の中で生産者に意見や指摘も行い、消費材の向上につなげてき
ました。2020年度より、一部の生産者ではオンラインでの点検
も実施しています。 オンライン消費材Step Up 点検▲

地域で生産者が異なる、こだわりのお豆腐
寺田さんが消費材Step Up点検を行ったお豆腐は、地域に
よって生産者が異なる「地域開発消費材」です。生産者は違
っても、「国産大豆」「天然にがり使用」「消泡材不使用」
にこだわって製造しています。

お豆腐の取組み▲


